
【お問い合わせ】南風原町女性連合会　会長　金城美津子　☎090-9780-1543

　
今
年
度
か
ら
、
南
風
原
文
化
セ
ン

タ
ー
が
収
集
し
て
き
た
歴
史
・
文
化
に

関
す
る
資
料
や
文
化
財
に
関
す
る
話
題

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
記
念
す
べ
き

最
初
の
回
は
、
平
成
28

年
度
に
実
施
し

た
与
那
覇
グ
ス
ク
の
発
掘
調
査
成
果
を

紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
与
那
原
バ
イ

パ
ス
事
業
に
先
立
ち
、
与
那
覇
集
落
と

県
道
と
の
間
に
位
置
す
る
「
与
那
覇
グ

ス
ク
」
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
7
0
0
年
前
の
農
耕
跡
、

約
3
0
0
年
前
の
石
畳
道
、
そ
し
て
沖

縄
戦
の
際
に
日
本
軍
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
た
交
通
壕
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
国
産
の
陶
磁
器
や
沖
縄

産
の
土
器
・
陶
器
な
ど
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
特
に
石
畳
道
は
石
が
抜
け
て
い
る
部

分
が
所
々
あ
り
ま
す
が
、
幅
約
90
㎝
、

長
さ
約
60
ｍ
に
わ
た
り
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
石
畳
道
は
、
琉
球
王
国
時

代
に
首
里
と
与
那
原
を
結
ん
で
い
た
主

要
な
道
か
ら
沿
線
の
よ
う
な
形
で
延
び

て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
造
ら
れ
た
の
か
明

確
な
こ
と
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
石
畳
道
は
主
に
琉
球
石
灰
岩

で
造
ら
れ
、
一
部
は
サ
ン
ゴ
状
の
石
灰

岩
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ン

ゴ
状
の
石
灰
岩
の
存
在
か
ら
、
海
の
近

く
で
石
を
集
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
場
所
ま
で
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
謎
の
多
い
石
畳
道
で
す
が
、

与
那
覇
周
辺
に
は
な
い
石
を
大
量
に
集

め
る
だ
け
で
も
大
変
な
労
力
が
必
要

だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
多
く
の
人

が
力
を
合
わ
せ
て
造
っ
た

貴
重
な
石
畳
道
だ
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、
今
回
の
発
掘
調

査
成
果
を
ま
と
め
、
報
告

書
に
す
る
作
業
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
発
掘
調
査
成

果
を
公
開
す
る
展
示
会
も

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

沖縄戦の際に造られた交通壕

「阿麻和利」観劇後

約 300年前に造られた石畳道

環境講座
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文化の泉文化の泉

リーダー研修会 (3 月 4 日 )
　日頃、観る機会の少ない芸能に触

れ、見聞を広める事を目的とし、現代版

組踊り「肝高の阿麻和利」鑑賞会を行

いました。この作品は、地域の高校生が

出演し、その保護者、地域の方々がス

タッフとなり作り上げられた地域演劇

です。地域の子は地域で守り育てるこ

とを実践し、子どもたちの健全育成に

大きく寄与している取り組みだと感じ

ました。

環境講座「らくエコ」（３月７日）

公民館まつり（２月４、５日）
　第３９回　生涯学習・公民館まつりでは、豚汁やぜんざい、

サーターアンダギー等の販売を行い、来館された多くの皆様に

召し上がっていただきました。来年の公民館まつりも心をこめて

美味しいものをご提供出来るよう町女性会一同がんばります。

　はえばるエコセンターの宮城弘子さんを講師にお招きし

「環境講座」を開催しました。私たちの住んでいる今と昔の環

境の変容について改めて考えさせられると共に、将来に向け

て今からでも自分自身が

良い環境づくりをしよう

という意識をもちなが

ら、出来る事から始めて

みる事の大切さを学びま

した。私たち女性は、ま

ず台所、家庭のゴミ減量

から始めたいものです。 
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　第32回南風原町子ども会まつりが3月5日（日）南風原町立中央公民館　黄金ホールで開催されました。子ども

会まつりは町内の子どもたちが、遊びや体験を通して連帯感や郷土愛を身につけることを目的としています。

　年齢や学校の異なる子どもたち同士のチームでしたが、協力しあいながら、「背中でキャッチ」や「段ボール積

み」など10種類のゲームにチャレンジしました。最後の「パンくい競争」では、大人も子供も楽しそうにパンにか

みついていました。また、実践発表では、各字子ども会の活動報告や今年度で一番思い出に残ったことを発表しま

した。子どもたちはゲームに苦戦しながらも終始笑顔で充実した時間を過ごしていました。さらに、各地域のお父

さん、お母さんがジュニアリーダークラブの中学生、高校生たちと一緒に準備やゲームの進行などに協力しまつり

を盛り上げてくれました。

主催　南風原町子ども会育成連絡協議会

【お問い合わせ】　生涯学習文化課（中央公民館内）　☎８８９－０５６８

野球で深める親子の絆野球で深める親子の絆

第32回南風原町子ども会まつり第32回南風原町子ども会まつり
団結！交流！で仲良く！楽しく！団結！交流！で仲良く！楽しく！

翔南フレンズ（優勝）

与那覇メッツ（３位）宮兼ビギンズ（準優勝）

今回、参加した

13チームの保護者の

みなさま、監督や

選手のみなさま、

おつかれさまでした。

火星人襲来ゲーム

来賓者チームもチャレンジ!!

来賓者チームもチャレンジ!!

背中でキャッチ

なかな
かキャ

ッチ

できな
いよ～

なかな
かキャ

ッチ

できな
いよ～

段ボール積み

パンくい競争パンくい競争

ガブリ!!メロンぱ～ん

火星人
を空気

砲で

落とせ
!!

火星人
を空気

砲で

落とせ
!!

　2月25日（土）第32回親子野球南風原町大会（南風原町子ど

も会育成連絡協議会主催）が行われ、翔南フレンズ子ども会

チームが見事優勝、宮兼ビギンズ子ども会Aチームが準優勝しま

した。本大会は、野球を通し、親と子のふれあいと地域交流の促

進、安全教育の普及、子ども会の育成を目的としています。準優

勝した宮兼ビギンズの与那原監督は、「普段の大会とは違い、参

加したお父さん達もベンチに入り、和気あいあいと子ども達と楽

しそうにプレーをし、親子野球大会ならではの良い雰囲気の大

会となりました。次回も楽しみで

す。」と話してくれました。

沖縄県知事免許（5）2898 号

大盛不動産
電話（098）889-6677　FAX （098）889-6688

携帯 090-1942-8450
沖縄県南風原町字津嘉山1498番地

宅地・建物・取引

店舗・アパート・斡旋管理
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